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■ 各学部段階におけるキャリア発達能力の目標 ■

各学部段階 小 学 部 中 学 部 高 等 部

職業（進路）発達段階 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成

かかわる力（人，もの，情報とよ ○人や物に対して興味・関心をもつ ○周囲の人と協力して活動する ○場面や目的に応じて適切にかかわる
りよくかかわる力）

え が く 力（夢・目標・見通し・ ○いろいろな仕事があることを知る ○見通しをもって役割に取り組む ○夢への見とおしをえがく
役割をえがく力）

もとめる力（より良い方向に向け ○自分で選ぶことができる ○自分で決めたことに責任をもつ ○より良い方法を自分で判断する
て選ぶ・決定する力）

はたらく力（学習や作業を行う力 ○学習や遊びに進んで取り組む ○基本的な働く力を身に付ける ○主体的に働く力を身に付ける
役割を果たす力）

生活する力（家庭生活や社会生活 ○身の周りのことが自分でできる ○基本的生活習慣を身に付ける ○社会生活に必要な力を身に付ける
を行う力）

たのしむ力（余暇を活用し，生活 ○好きなことに集中して取り組む ○地域資源を活用して楽しむ ○趣味を広げたり，深める方法を知る
を楽しむ力）

■ 各教科・領域等におけるキャリア発達能力の指導目標 ■

領域別の指導 領域・教科を合わせた指導 総合的な学習の

教科別の指導
特別活動 自立活動 日常生活の指導 遊びの指導 生活単元学習 作業学習

時間等（交流・

共同学習・地域活動）

日常生活を主体的 クラブ活動や交 具体物や絵カー 生活の流れに沿っ 遊びをとおして 生活に結び付い
小 に暮らすために必 流学習をとおし ド等を利用して，て，必要な支援を 「人，もの，もの た活動を意欲的，
学 要な基本的な概念 て，自分から活 基本的な認知の 受けながら，衣服 ごと」に自発的に 主体的に取り組
部 や知識・技能を身 動しようとする 概念形成を促す の着脱や排泄，食 かかわろうとする み，成就感を味

に付ける 意欲を高める 事などができる 意欲を育てる わう

社会生活に必要な 学級や生徒会の中 絵カードや機器 友だちと協力し 社会的な意義を 作業をとおして，出身地域のイベ
中 基本的な知識や技 で決められた役割 等で自分の意思 て係活動を行っ もつ活動をとお 働くことの意義 ントに参加した
学 能を身に付け，生 を果たしたり，余 を伝える。スケ たり，スケジュ して，社会生活 や喜びを感じ， り，公共施設を
部 活の中に生かすこ 暇を楽しんだりす ジュールに沿っ ールを見て一人 への知識・技能 働くことに慣れ 利用したりでき

とができる ることができる て行動する で行動できる ・関心を高める る る

社会参加と自立に 自分たちで，必要 生活に見通しを 自主的，主体的に 行事等の計画を 作業や実習をとお 出身市町村の歴
高 必要な知識や技能 なことを調べ，話 もって，安定し 係活動や生活に必 自分たちで立て，して，作業能力を 史や文化・観光
等 を身に付け，主体 し合って計画を立 て課題に取り組 要な活動を自分で 実行し，自主的， 高めたり，社会生 を調べ，発表で
部 的に表現・判断・ てて活動すること むことができる 判断しながら行う 主体的活動を行 活に必要な知識・ きる

決定できる ができる ことができる う 技能を身に付ける

特別支援学校キャリア教育全体学習計画（例）

，

キ ャ リ ア 教 育 推 進 の 基 盤

専門性の向上 保護者との連携 地域との連携 関係機関との連携 校内の組織づくり 啓発活動

・自主的，主体的な活動を ・進路研修会 ・地域の祭りへの参加 ・福祉，医療，労働機関 ・全体推進計画 ・学校HPによる発信
促す具体的な支援の方法 ・連絡帳の活用 ・交流・共同学習 との定期的な情報交換 ・全体学習計画 ・関係会議等による

・児童生徒の思いを育てる ・二者・三者面談 ・地域資源の活用 ・支援会議の開催 ・学部，学年，校務 活動
キャリアカウンセリング ・ケース会議，支援会議 ・居住地交流 ・他校との連携 分掌間の連携 ・リーフレット

児童生徒・保護者の願い

・自分のことは自分でできるよ
うになりたい

・毎日，元気に楽しく生活したい
・地域の中に友達がほしい
・いろいろな事に挑戦し，やり
たい仕事を見つけたい

・家から遠くないところで働
きたい 等

■ 進路支援部 方針 ■
児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現に

向けた適切な支援ができるよう，小学部からの組織的，

系統的なキャリア教育を推進する

＜主な事業内容＞

進路に関する学習の計画，職場開拓，実習渉外，卒後

指導，進路研修会，支援会議など

キャリア教育の目的

ライフステージや発達段階に応
じて求められる役割を果たそう
とする意欲や具体的な力を身に
つけ，社会参加と自立，豊かな
生活の実現を図る

＜キャリア教育の内容＞
・勤労観，職業観の育成
・家庭生活，社会生活に必要
な知識や技能の育成

・自主的，主体的に活動する
力の育成

■ 学校教育目標 ■

一人一人に自立と社会参加の基礎となる生きる力を育成し，
みんなとともに，自分らしく生きる力を実現する

＜目指す子ども像＞
自分から，自分で，自分らしく，みんなとともにいきいきと
生活する子ども

教育関係法規

日本国憲法，教育基本法，

学校教育法，学習指導要領，

岩手県学校教育指導指針 等

■ 学 部 目 標 ■

＜小学部＞健康な身体づくりと日常生活習慣の確立を目指し，
身近な人や社会への関心を高める

＜中学部＞集団や他者との関係の中で，自ら選び，自ら活動し，
「自己」を発揮する

＜高等部＞社会の中で自分の個性や力を発揮し，生涯にわたって
充実感をもち続けて生活する姿を実現する

■ キャリア教育 学部方針■
＜小学部＞生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もうと

する意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する

＜中学部＞校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなとと

もに働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する

＜高等部＞実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に付

けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめるよう支援する

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料１】
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―― 特別支援学校 キャリア教育学習プログラム① 枠組み（例）――

幼稚園・保育所 小学部
中学部 高等部 卒業後

早期療育 １～３年 ４～６年

進路発達段階 生活基盤形成 身辺自立の確立と人間関係の基盤形成 社会生活能力と自己表現力の育成 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成 社会的移行

・生活リズムを整える ・身の回りのことが自分でできる ・基本的生活習慣を身に付ける ・生活を豊かにするための基礎的な知 ・職場への適応
各発達段階における ・身辺処理に関心をもつ ・学習や遊びに進んで取り組む ・自主性・主体性を育てる 識・技術・態度を身に付ける

・認知能力を高める ・コミュニケーション能力を育てる ・作業能力を育てる ・主体的に働く力を育てる ・地域社会への適応
主なねらい ・自他への関心を高める ・地域や社会への関心を育てる ・コミュニケーション能力を高める ・社会生活に必要な力を育てる

・地域や社会への参加を促す ・自己選択，自己決定力を育てる ・余暇活動，生き方

勤 労 観 の 形 成 職 業 観 の 育 成 （○実際的な働く力，○職業的な自立に必要な力）
勤労観・職業観

（○日常生活動作と基本的生活習慣に関する力 ○社会生活，家庭生活に主体的に参加し役割を果たす力）

領域 能力 内 容 各学部や発達段階におけるキャリア発達の系統イメージ・関係する教科・領域の活動例

か 人・もの・情報とよりよく
職 か かかわる力
業 わ 「コミュニケーション能力」 ○他者に関心を示す ○あいさつ・返事ができる ○友達と一緒に遊ぶ ○友達と協力して活動する ○場面や目的に応じたコミュニケーシ ○様々な年代の人や立場
的 る 「自他理解能力」 ョンが取れる の人と円滑なコミュニ

力 「情報収集・活用能力」 ケーションがとれる（
進 「日常生活の指導（朝の会）」 「遊びの指導（ゲーム）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（調査）」
路

夢・目標・見通し・果たす）
発 え べき役割をえがく力
達 が 「自己表現能力」 ○感情を表す ○やりたいことを表す ○自分のやる仕事がわかる ○自分の役割を果たす ○責任をもって最後までやる ○夢の実現に向けて将来
課 く 「将来設計能力」 ○夢を広げる ○夢をかなえる方法を探す ○夢の実現に向けて努力する の生活を見とおしなが
題 力 「計画実行能力」 「日常生活の指導（係活動）」 「日常生活の指導（係活動）」 「特別活動（委員会）」 ら努力する
に 「役割把握認識能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（社会見学）」 「生活単元学習（調べ学習）」 「現場実習」
関
す も より良い方向に向けて選ぶ
る と 決定する力
領 め 「選択能力」 ○自分で決めようとする ○二つのうちから一つを選ぶ ○たくさんの中から選ぶ ○自分でやりたいことを決める ○将来に向けてより良い方法を選択する ○状況を判断してより適
域 る 「自己決定能力」 切な方法を選択する

力 「課題設定・解決能力」 「遊びの指導（自由遊び）」 「生活単元学習（個人課題）」 「特別活動（委員会）」 「総合的な学習の時間（進路）」
「生活単元学習（個人課題）」「特別活動（経験）」 「日常生活の指導・行事（係）」

は 学習や作業を行う力，役割
た を果たす力
ら 「職業理解能力」 ○頼まれたことができる ○身近な仕事を知る ○様々な職業を知る ○仕事について関心をもつ ○職業生活一般に対する知識 ○与えられた役割を果た
く 「作業能力」 ○作業能力の育成 ○作業能力の向上 し，社会の中で自立す

実 力 「健康管理能力」 「生活単元学習（校外学習）」「生活単元学習（校外学習）」 「作業学習」 「作業学習」 る
際
的 生 日常（家庭）生活や社会生
な 活 活を行う力
力 す 「日常生活能力」 ○立つ，歩く，持つなどが ○日常生活動作の獲得 ○基本的生活習慣の獲得 ○社会生活能力の基礎を身に付ける ○社会生活能力を高める ○実践的な社会生活能力
の る 「社会生活能力」 できる 「日常生活の指導」 「日常生活の指導」 「生活単元学習（行事）」 「生活単元学習」 の向上
領 力 「自立活動」 「自立活動」 「各教科（国語・数学・家庭等）」 「総合的な学習の時間」
域

た 余暇を活用し，生活を楽し
の む力
し 「余暇活用能力」 ○快・不快がわかる ○好き・嫌いを表現する ○好きな活動を自分から行う ○自分の趣味をもつ ○趣味を広げ，自分で趣味を深める ○余暇を有意義に活用で
む 「元気回復能力」 「遊びの指導」 「特別活動（クラブ）」 「特別活動（クラブ）」 「特別活動（クラブ）」 きる
力 「特別活動」 「課外活動」

家 ＜役割＞障害を正しく理解し，あた 早期発見・早期療育 学校・医療・福祉との連携 左に追加：自主的活動の支援 左に追加：進路先への理解 左に追加：本人活動の支援
たかく養育する 障害理解・受容 日常生活動作や基本的生活習慣の支援・教育 主体性の育成 進路に向けた支援体制の確立 金銭管理等の必要最低限の
一番身近な支援者として本人の気持 安定した母子関係の確立 安らぎの場としての機能 福祉・進路情報の収集 性についての支援 支援，精神的な支え

庭 ちにより添う 医療・相談機関との連携 地域活動への参加支援 福祉サービスの利用

地 ＜役割＞地域の一員として受け入 障害の理解 障害の理解 障害の理解 障害の理解と支援 障害の理解と支援
れ，必要な支援を行う。家族を支援 家族支援 こども会活動への参加支援 地域行事への参加支援 実習の受け入れ 地域への受け入れ
する 地域行事への参加支援 地域への受け入れ 地域への受け入れと具体的な支援 本人への具体的支援

域

関 ＜役割＞本人・家族の気持ちを大切 保健：早期発見，早期療育 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期的観察 保健：定期健診，加齢対策
係 にしながら，本人・家族の幸せを守 行政：就学指導 行政：就学指導，福祉サービスの案内 労働：情報提供 労働：就職の斡旋，職業訓練 労働：職場指導
機 るための必要な支援を行う 福祉：福祉制度の活用案内， 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供 福祉：福祉サービスの提供
関 福祉サービス

一人一人のニーズや特性を考慮し、本人・家族・関係者の夢をつなぎかなえる「個別の支援計画（個別の教育支援計画・個別の移行支援計画）」による連携

【
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あいさつ・返事をする ―――――― 感謝する ―――――――― 協力・信頼する ――――――――― 場面や目的に応じたコミュニケーションを図る

感情を表す ―――――― 自分の望み（夢）を表す ―――――――― 望み（夢）をかなえる方法がわかる ――――――――― 夢の実現に向けて努力する

自分で決めようとする ―――――― 自分で選択できる ―――――――― 自分で決めたことに責任を持つ ――――――――― より良い方法や内容を選択する

頼まれたことができる ―――――― 様々な役割があることを知る ―――――――― 自分の役割がわかる ――――――――― 自分の役割を果たす

基本的な動作ができる ―――――― 身のまわりのことができる ―――――― 社会生活に必要な力が身につく ――――― 社会生活における様々な知識・技能を身につける

欲求を表現できる ―――――― 好きなことをやろうとする ―――――― 好きなことをやるための手段がわかる ――――――― 自分の興味・関心に基づいた活動ができる

＜学校外における支援内容＞
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キャリア教育学習プログラム②「各教科・領域等」（例）

各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね ことばに対する興味・関心 日常生活に必要な基本的な 日常生活に必要なことばの 日常生活や社会生活に必要な
日常生活や社会生活 ら をもつ。日常生活に必要な ことばがわかり，使うこと 理解を深め，社会生活や職 ことばの理解を深め，適切に

の中で必要な国語の力 い 基本的なことばがわかる ができる 業生活の基礎を育てる 活用することができる
を育て，自分の気持ち

国 を表現したり，相手の か 簡単な質問に対して意 か ひらがなで書かれた自 か 簡単な文章を書いたり か お礼状や年賀状を書くこ
話を理解する能力を育 達 思表示ができる。 分の名前を選ぶ 読んだりできる とができる
てることで，コミュニ 成 か 身のまわりの物の名前 か その場にふさわしいあ え 自分の気持ちをことば え 自分の気持ちを適切に相
ケーション能力，自己 目 がわかる いさつができる で伝えることができる 手に伝えることができる
表現能力，余暇活用能 標 え 自分の気持ちを表現で た 友達や先生といろいろ た テレビのニュース等に た 物語，劇，放送などを見

語 力等を高める。 きる な会話ができる 興味や関心をもつ て楽しみ，感想を話す
＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「もののなまえ」 「ひらがな」 「遠足の作文を書こう」 「実習のお礼状を書こう」
「えがく力」 材 「どっちがすき」 「あいさつをしよう」 「友達の発表を聞こう」 「１０年後の自分」
「たのしむ力」 例 「おはなしをきこう」 「できごとを話そう」 「ニュース調べ」 「芸術鑑賞会の感想」

＜全体のねらい＞ ね 色，形，大きさの違いに気 初歩的な数量や図や形，位 日常生活に必要な数量や図 生活に必要な数量や図形など
日常生活や社会生活 ら 付き，対応したり，集めた 置，時計の理解，簡単な計 形に関する理解を深め，生 に関する理解をさらに深め，

の中で必要な数量や図 い りすることができる 算をすることができる 活で活用することができる 活用することができる
算 形，計算などに対する

興味関心を高め，活用 え 大きい方をえらぶこと え ５までの数の合成・分 え 10までの数を確実に数 え 決められた金額内で買い
数 する能力を身に付ける 達 ができる 解ができる えることができる 物ができる

ことで，課題解決能力 成 は 積み木を積んだり，カ は 友達に１枚ずつカード は ３桁の数字を読むこと は 長さ，重さの単位の関係
・ や作業能力等を高め 目 ードを並べたりできる を配ることができる ができる がわかり，活用できる

る。 標 生 朝，昼，夜の違いがわ 生 時計やチャイムで給食 生 時計や暦の見方がわか 生 自分で時計を見ながら，
数 かる の時間がわかる る 行動することができる

＜キャリア発達能力との関連＞
学 「えがく力」 題 「大きさ比べ」 「ぜんぶでいくつ」 「お金の種類」 「こづかい帳」

「はたらく力」 材 「積み木あそび」 「どっちが重い」 「加減乗除」 「単位の学習」
「生活する力」 例 「色合わせ」 「すごろくゲーム」 「カレンダーづくり」 「時刻表」

＜全体のねらい＞ ね 音の高さやリズムの違いに 簡単な歌やメロディーに合わせ 色々な音楽を違いを楽しみ 音楽を活用して，生活が明るく
表現及び鑑賞する力 ら 気付き，自分から音楽に親 て歌ったり，身体を動かして楽 ながら聞いたり，自分なり 楽しくなるように工夫したり，

を培い，音楽に対する い しもうとする態度を育てる しんだりすることができる に表現することができる 自分なりに楽しんだりする
興味関心を高めること

音 で，生活を明るく楽し か 自分から楽器に手を伸 か 友だちと一緒に歌った か 友だちと声を合わせて か みんなと協力して，歌っ
教 いものにしようとする 達 ばし音を鳴らす り，身体を動かす 歌うことができる たり演奏する

余暇活用能力や自己表 成 え 友だちと一緒に声を出 え 自分の好きな楽器で簡 え 身体を使って，曲の楽 え 一人でみんなの前で歌っ
現能力等を高める。 目 して楽しむ 単なリズムをとる しさを表現する たり演奏できる

科 楽 標 た 好きな曲を楽しみなが た 好きな曲を歌ったり， た 生活の中で音楽を楽し 生 生活の中で音楽を楽しむ
＜キャリア発達能力との関連＞ らきく リズムをとる むことができる ことができる

「かかわる力」
別 「えがく力」 題 「がっきあそび」 「簡単な合奏」 「日本や世界の音楽」 「合唱」

「たのしむ力」 材 「からだあそびうた」 「今月のうた」 「合奏」 「日本の楽器に親しもう」
例 「音楽鑑賞」 「音楽鑑賞」 「コンサートを開こう」 「発表会をしよう」

の
＜全体のねらい＞ ね 身近にあるものへ触れたり，造形活動をとおして，はさ 様々な道具の使い方に慣れ，素材にあった道具を適切に使

造形活動や鑑賞をと ら 力を加えたりして造形遊び みやのり，絵の具などの使 基礎的な表現力や鑑賞力を って，創造的な作品を制作し，
指 おして，感覚・運動機 い を楽しむことができる い方に慣れ，楽しむ 伸ばす 生活を豊かにする

能の発達を促し，様々
図 な技能の習得や情操面 か さまざまな感触のもの か 友だちの作品を見て， か はさみやカッターを適 か 他の人の作品の良いとこ

導 画 を豊かにすることで， 達 を触ったり掴んだりする 自分との違いに気付く 切に使うことができる ろを見つけることができる
工 自己表現能力や作業能 成 え ねんど等で自分なりの え 身近な人の顔を描くこ え 自分で色を選んで，表 え 自分の気持ちや体験を絵
作 力，余暇活用能力等を 目 形を作ることができる とができる 現することができる に表すことができる
・ 高める。 標 た 様々な感触を楽しみ， た 素材の違いや色を楽し た 友だちの作品や芸術作 た 作品づくりに楽しんで取
美 自分からかかわろうとする む 品を楽しむ り組む
術 ＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「砂場あそび」 「友だちをかこう」 「切り絵」 「標語ポスター」
「えがく力」 材 「スタンプあそび」 「貼り絵づくり」 「季節の花の絵」 「オリジナルメダル作り」
「たのしむ力」 例 「ねんどだんごづくり」 「オーブン陶芸」 「木版画」 「共同作品」

＜全体のねらい＞ ね 運動遊びをとおして，体力 器具や用具を使って安全に 簡単なスポーツやダンスを 保健や健康に関心をもって，
運動をとおして，各種 ら の増進や身体を動かすこと 遊んだり，簡単なルールに とおして互いに協力して安 友だちと協力してスポーツを

運動の技能や体力を身に い を楽しむことができる 従ってゲームができる 全に運動することができる 楽しむことができる
付けたり，健康で安全な

体 生活を営むための態度や か みんなと一緒に歩いた か トランポリンやフラフ か 器具や用具を安全に扱 か 器具や用具を安全・適切
育 望ましい人間関係を育ん 達 り，活動できる ープであそぶ うことができる に扱うことができる
・ だりすることで，コミュ 成 え おにごっこなどのルー え ゲームの中の自分の役 え 簡単なゲームを自分た え 自分たちで計画を立てて
保 ニケーション能力，自己 目 ルがわかる 割を果たそうとする ちだけ行う 練習をすることができる
健 表現能力，健康管理能力 標 は 自分で，目的の所まで は 安全に気をつけて活動 は 時間いっぱい体を動か は 自分から体力作りに取り
体 を高める。 歩いたり走ったりできる することができる すことができる 組むことができる
育 ＜キャリア発達能力との関連＞

「かかわる力」 題 「ボール遊び」 「サーキット運動」 「バドミントン」 「球技運動」
「えがく力」 材 「町内探検（散歩）」 「転がしバレー」 「リレー」 「スポーツ大会」
「はたらく力」 例 「かけっこ」 「そり遊び」 「スキー，そり遊び」 「マラソン大会」

＜全体のねらい＞ ね 家庭に関する基礎的な知識 進路に関する学習をとおし
職業生活及び家庭生 ら 技能を身に付けたり，社会 て，生活に必要な知識や技能

活に必要な基礎的な知 い 生活への関心を高める を身に付ける
識と技能の習得を図

職 り，実践的な態度を育 え 家庭生活の大切さに気 え 卒業後の生活をイメージ
業 てたり，社会参加への 達 付くことができる することができる
・ 見とおしや夢を育むこ 成 も 自分のやりたい仕事の も 自分がやりたい仕事の職
家 とで，将来設計能力， 目 情報を調べる 種がわかる
庭 自己決定力，日常生活 標 生 簡単な調理を安全に注 生 自分で考えて昼食を用意

能力を高める。 意して行うことができる することができる
＜キャリア発達能力との関連＞

「えがく力」 題 「家の人の仕事調べ」 「わたしたちの進路」
「もとめる力」 材 「インターネット」 「職場実習（事前・事後）」
「生活する力」 例 「調理実習」 「買い物・調理」

＊ か … かかわる力， え … えがく力， も … もとめる力， は … はたらく力， 生 … 生活する力， た … たのしむ力

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料３】



- 28 -

各学部段階毎の教科・領域等の学習のねらいと達成目標

ねらい・関連 小学部（１~３年） 小学部（４~６年） 中学部 高等部

＜全体のねらい＞ ね 交流学習や行事をとおして，クラブ活動や交流学習をと 学級や生徒会の中で決めら 自分たちで，必要なことを調
学級活動，生徒会活動，ら 多くの人とかかわることに おして，自分から活動しよ れた役割を果たしたり，余 べたり，話し合って計画を立

クラブ活動，学校行事な い 慣れる うとする意欲を高める 暇を楽しむことができる てて活動することができる
特 どの集団活動や交流学習

をとおして，集団での役 か 初めて会う人にも適切 か 他のクラスの人とも仲 か 他の学年の人と協力し か 他の人の意見も大切にし
別 割を果たしたり，興味関 達 にかかわることができる 良く活動できる て活動できる ながら話し合える

心に基づいた調べ学習を 成 え 活動に最後まで参加で え 活動に見通しをもって え 与えられた計画に沿っ え 自分で計画を立てて，活
活 行ったりすることで，社 目 きる 参加できる て活動することができる 動することができる

会生活に主体的に参加す 標 も 自分から，参加しよう も 自分でやりたい活動を も 自分の興味のあること も より良い方向になるよう
領 動 る態度を高める。 とする意欲をもつ 選ぶことができる をパソコン等で調べる に考えることができる

＜キャリア発達能力との関連＞
域 「かかわる力」 題 「小学校との交流」 「クラブ活動」 「委員会活動」 「学級新聞づくり」

「えがく力」 材 「学習発表会」 「学習交流（小学校）」 「クラブ活動」 「委員会・生徒会活動」
別 「もとめる力」 例 「町内探検」 「話し合い活動」 「お楽しみタイム」 「クラブ活動」

の ＜全体のねらい＞ ね 外部からの刺激に対して， 具体物や絵カード等を利用 絵カードや VOCA 等で自分 生活に見通しをもって，安定
児童生徒の障害の実 ら 反応したり，かかわろうと して，基本的な認知の概念 の意思を伝える。スケジュ して課題に取り組むことがで

指 態に応じて情緒の安定 い する態度を高める 形成を促す ールに沿って行動する きる
自 や認知等の概念形成，

導 コミュニケーション手 か 音や光などの刺激に反 か 欲しいものを選び，伝 か 自分の意思を何らかの か 集団の中でも落ち着いて
立 段の選択や活用に対す 達 応することができる えることができる 手段で伝える 行動できる

る指導を行うことで， 成 は ものをにぎったり，は は 小さな物をつまんだり は 一人で取り組める課題 は 一人で取り組める課題が
活 生活に主体的に参加で 目 なしたりできる まわしたりできる がある 複数ある

きる力を高める。 標 生 快・不快を表現するこ 生 落ち着いて課題に取り 生 スケジュールに沿って 生 友だちと一緒に移動した
動 とができる 組むことができる 行動することができる り，働いたりできる

＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「ミラーボール」 「どちらが大きい」 「カレンダーワーク」 「カレンダーワーク」
「はたらく力」 材 「音の出る玩具」 「簡単なパズル」 「個別課題学習」 「個別課題学習」
「生活する力」 例 「リラクゼイション」 「のれん作り」 「作業」 「作業」

＜全体のねらい＞ ね 生活の流れに沿って，支援 少しの支援で，移動，持ち 友だちと協力して係活動を行 自主的，主体的に係活動や生
一日の生活の流れに ら を受けながら，衣服の着脱 物管理，着替え，排泄，係 ったり，スケジュールを見て 活に必要な活動を自分で判断

沿った生活に必要な実 い や排泄，食事などができる 活動，食事などができる。 一人で行動したりできる しながら行うことができる
日 際的な諸活動を毎日反
常 復して行うことで，望 か 教師と一緒に，あいさ か あいさつや返事をする か 友だちや教師に出来事 か 他の人のことを思いやる
生 ましい生活習慣の形成 達 つや返事ができる ことができる を話すことができる ことができる
活 を図り，基本的な生活 成 は 教師と一緒に，当番な は 決められた係活動を一 は 協力して係活動やそう は 自分から係活動に取り組
の 能力を高めるとともに 目 どの役割ができる 人でできる じを行うことができる むことができる
指 主体的に活動する態度 標 生 トイレで一人で用をた 生 困ったときは支援を求 生 日常生活に必要なこと 生 日常生活に必要なことを
導 を高める。 すことができる めることができる がほぼ一人でできる 一人で行うことができる

＜キャリア発達能力との関連＞
「かかわる力」 題 「着替え」 「着替え」 「朝の会」 「朝の会」
「はたらく力」 材 「朝の会」 「朝の会」 「朝の学習」 「朝の学習」
「生活する力」 例 「トイレタイム」 「朝の学習」 「そうじ」 「そうじ」

＜全体のねらい＞ ね 「人，もの，ものごと」に
遊びをとおして，身 ら 自発的にかかわろうとする

体活動を活発にし，仲 い 意欲を育てる
間とのかかわりを促し

遊 たり，意欲的な活動を か 人やものに興味をしめ
領 び 育てる。興味や活動の 達 す

の 幅を広げ，自らかかわ 成 も 自分から好きな遊びに
域 指 ろうとする意欲や自発 目 取り組む

導 性を育てる。 標 た 人やものとのかかわり
・ を楽しむことができる

＜キャリア発達能力との関連＞
教 「かかわる力」 題 「自由あそび」

「もとめる力」 材 「ゲーム」
科 「たのしむ力」 例 「公園であそぼう」

を ＜全体のねらい＞ ね 生活に結び付いた活動を意 社会的な意義をもつ活動を 行事等の計画を自分たちで立
生活上の課題や問題 ら 欲的，主体的に取り組み， とおして，社会生活への知 て，実行し，自主的，主体的

合 解決のための一連の活 い 成就感を味わう 識・技能・関心を高める 活動を行う
動をとおして，自立的

わ 生 な生活に必要な事柄を え 自分がやりたいことを え 主な公共施設の役割が え 自分で目標を立てて取り
活 実際的，総合的に学習 達 イメージできる わかる 組むことができる

せ 単 することで，日常生活 成 も 試行錯誤しながら課題 も 自分の役割を選ぶこと も より良いものになるよう
元 や社会生活に必要な力 目 に取り組む ができる に工夫することができる

た 学 を育てる。 標 生 お金の価値がわかり， 生 指示された金額を渡す 生 公共施設や交通機関を利
習 大切に扱う ことができる 用することができる

指 ＜キャリア発達能力との関連＞
「えがく力」 題 「買い物に行こう」 「老人ホーム訪問」 「クラスマッチ」

導 「もとめる力」 材 「バザーをしよう」 「電車やバスで買い物」 「高等部まつり」
「生活する力」 例 「遠足」 「卒業アルバム」 「カラオケに行こう」

＜全体のねらい＞ ね 作業をとおして，働くこと 作業や実習をとおして，作業能
将来の職業生活や社 ら の意義や喜びを感じ，働く 力を高めたり，社会生活に必要

会自立に向けて，作業 い ことに慣れる な知識・技能を身に付ける
作 や実習をとおして，働
業 くことの意義や喜びを か 分担・協力して作業に か 決まりや礼儀を守って，
学 知ったり，働くための 達 取り組む 人とかかわる
習 知識や技能を身に付け 成 え 手順表や見本を見て， え 目標や夢を描き，計画を

たりする。 目 やる内容がわかる 立てて取り組む（
実 標 は 働くことに慣れ，当た は 働くことの意義を理解し
習 ＜キャリア発達能力との関連＞ り前に作業ができる 精一杯働く

「かかわる力」）
「えがく力」 題 「園芸・紙工・手芸等」 「園芸，製菓，木工等」
「はたらく力」 材 「校内実習」 「職場体験・就業体験」

例 「販売活動」 「販売活動」

【資料３】キャリア教育学習プログラム②「各教科・領域等」



各教科・領域等年間題材一覧表（例）小学部高学年（通常学級） ＊月ごとの行事及び各教科等の関連性や，年間を通した各教科等の系統性や関連性をみる

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

日 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」 「着替え」
常 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」 「朝の会」
生 ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク ・カレンダーワーク

教 活 ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり ・当番・かかり
科 の ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ ・あいさつ
・ 指 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」 「そうじ」
領 導 「身体計測」 「手洗いとうがい」「歯みがき」 「じぶんのもの」 「にもつの整理」 「ひなんくんれん」「個別の学習」 「個別の学習」 「個別の学習」 「個別の学習」 「おわかれ会に向 「まとめの会に向
域 1 ・保健室の使い方 ・手洗い ・はみがきチェック ・にもつチェック ・かける ・合い言葉はおか ・パズル ・めいろ ・ぬりえ ・えほん けて」 けて」
を 0 ・うがい ・かさねる し ・よせがき ・メッセージ
合
わ 生「はるだわくわく！」 ｢そとにでかけよう｣ 「おくろう！けんこう「なつだげんきに｣ ｢たのしかったなつ「親子であそぼう」「たのしいあき」 「ともだちの輪を「ふゆのおもいで」「寒さなんかにま 「おわれかいを 「もうすぐしんき
せ 活 ・新しい学級を知 ・うれしい春 でたのしいせいかつ」・水遊び やすみ」 ・ゲームしよう ・買い物をしよう ひろげよう」 ・お正月をたのし けないぞ」 たのしもう」 ゅう」
た 単 ろう ・母の日 ・じょうぶな体を作・宿泊学習 ・夏休みの思い出 ・親子競争の練習 ・秋の遠足にいこう ・小学校と交流し くすごそう ・冬休みの思い出 ・お世話になった ・卒業生を送る会
指 元 ・歓迎会をしよう ・野菜を作ろう ろう ・夏休みのくらし をまとめよう をしよう（運動 ・ﾊﾞｻﾞー をしよう（作 よう ・クリスマス会 ・ゆきあそび 人に感謝しよう と卒業式
導 学 ・学校探検をしよ ・町探検をしよう ・室内での遊びを 会） 品作り） ・野菜の収穫 ・餅つき会 ・お別れ会をしよ ・まとめの会をし

習 う 知ろう ・調理実習 う よう
5 ・みんなで遊ぼう ・お楽しみ会

「みんなの名前」 「あいさつ(2)」 「いろいろなしるし」「えにっき」 「なつやすみのお「もののなまえ(1)」「もののなまえ(2)」「ことばあそび」 「はがきとてがみ」「かきぞめ」 「げきのはっぴょう」「１ねんかんのお
・自分の名前 ・あいさつの種類 ・校内にある表示 ・きのうのできごと もいで」 ・身に着けている物 ・遠足の持ちもの ・読みのはじめが ・はがきと手紙の ・学年と名前 ・読み聞かせ もいで」

国 ・友達の名前 「お母さんへの手紙」 や標識 ・絵をかく文を書く ・夏休みの思い出 ・運動会や日常生 ・地名 同じことば 区別 ・手本の字 ・あらすじ ・1年間の思い出
「みのまわりのもの」・お母さんの仕事 ・校外にある標示 ・絵日記のかき方 ・感想のまとめ 活で使う物 「ちらしづくり」 ・名前カルタ取り ・はがきや手紙の ・清書 ・脚本 ・お礼の手紙

語 ・身の回りの物 ・感謝の手紙 や標識 「おとまりかい」 「うんどうかい」 ・ﾊﾞｻﾞー のチラシ 「おはなし」 書き方 「アナウンサー」 ・セリフの暗記 ・来年度の抱負
・欲しい物 「おつかい」 「でんわごっこ」 ・めあてづくり ・招待状 「ものがたり」 ・本を選ぶ 「ねんがじょう」 ・お知らせ ・動作 ・大きな声で発表

教 ２ 「あいさつ(1)」 ・伝言と報告 ・電話機の使い方，・日課表づくり ・プログラム ・読み聞かせ ・本を読む ・年賀状の書き方 ・アナウンサー ・みんなと練習
・あいさつの言葉 ・お使い ・取り次ぎと伝言 ・お礼の手紙 ・みんなで読む ・感想 ・感想 ・発表，鑑賞

「かんげいかいをしよう」「かずのおけいこ」「じこくとじかん」「ジュースやさん」｢いろいろなかたち 「くらべよう(2)」 「たしざん(1)」 「かぞえてみよう(2)」「あわせてみよう」「おかねのけいさん」「わけてみよう」 「たしざん(2)」
科 ・５までの数 ・数詞と数 ・時刻 ・水の量を比べる といろ｣ ・長さ比べ ・足し算 ・20より大きな数 ・合わせるといくつ ・お金の種類と名前 ・いろいろな数の ・足し算の意味

算 ・一対の物 ・大きさ比べ ・時間 ・基準量で比べる ・形づくり ・重さ比べ 「かいもの」 「ひきざん(1)」 ・いくつに分けら ・乗り物と切符 合成と分解 ・文章題
「なかまあつめ」 「あわせていくつ」「にっかひょうと ・かさの単位を知る ・かく ・広さ比べ ・買い物練習 ・引き算 れる 「とけい」 ・分ける 「ひきざん(2)」

数 ・仲間集め ・集合数, 数の系列 こよみ」 ・ジュース屋さん ・切る ・太さ比べ ・買い物 ・計算練習①② 「かけざん」 ・時計と時間 「カレンダーを作 ・引き算の意味
別 ・仲間分け ・数の合成・分解 ・日課表や時間割 「かぞえてみよう(1)｣ 「色塗り」 ・厚さ比べ 「いろいろなかたち」・九九 ・生活カレンダー ろう」 ・引き算の仕方

２ 「くらべよう(1)」 「ボウリングゲーム」・こよみ ・数を数える ・仲間分け ・比べましょう ・四角形づくり ・具体物の分配 ・曜日と日付 ・文章題
・大小の比較 ・倒れた数と残った数 ・大きさ比べ ・仲間分け 「わなげゲーム」 ・四季や年中行事
・長短の比較他 ・合わせた数他 ・何番目 ・ゲーム ・カレンダー作り

の
「ちゅうりっぷ」 「てをたたきまし 「かえるのうた」 「キャンプだホイ」「線路はつづくよ 「レッツゴーいい 「さんぽ」 「きらきらぼし」 「あわてんぼうの「なべなべそこぬけ」「たき火」 「うれしいひなま

音 ・歌唱 ょう」 ・歌唱 ・身体表現 どこまでも」 ことあるさ」 ・身体表現 ・歌唱 サンタクロース」 ・歌唱 ・歌唱 つり」
楽 ・楽器遊び ・歌唱 ・輪唱 ・歌唱 ・歌唱 ・鑑賞 ・歌唱 ・楽器遊び ・歌唱 ・身体表現 ・楽器遊び ・身体表現

指 「こいのぼり」 ・楽器遊び 「かたつむり」 「さんさおどり」 ・楽器遊び ・リズム遊び ・楽器 「バスごっこ」 ・打楽器練習 「からだあそびうた」「１年中のうた」 ・歌唱
２ ・歌唱 「もりのくまさん」・身体表現 ・盆踊りの体験発表 ・身体表現 「もみじ」 ・歌唱 「パン屋さんにお買い物」・歌唱 ・歌唱 「すだちのうた」

・歌詞の意味 ・身体表現・歌唱 ・歌唱 ・身体表現 ・鑑賞 ・歌唱 ・身体表現 ・歌唱・身体表現 ・身体表現 ・歌詞づくり ・歌唱

導 図 「はるのはな」 「いろみずあそび」「きれいなもよう」「おもいでのえ」 「おおきなえ」 「すなあそび」 「ともだちのかお」「じぶんのいえ 「すごろく」 「ふゆやすみの 「おにのえ」 「おくりもの」
画 ・春の色 ・色水づくり ・模様づくり ・お泊まり会 ・水を使って ・砂山 ・顔の観察 やのりもの」 ・原画作成 おもいで」 ・鬼の話 ・贈り物の製作
工 ・ちぎってはって 「ははのひ」 ・なぞる・彩色 ・下絵 ・地面にかく 「うんどうかい」 ・顔の下絵 ・材料集め ・すごろくづくり ・下絵かき ・下絵と彩色 ・ラッピング
作 「こいのぼり」 ・お母さんの絵 「ねんどあそび」 ・はり絵 ・線がき ・色塗り ・下絵と彩色 「クリスマスツ ・彩色と鑑賞 「木のどうぶつ」「美術館見学」

・はさみとのり ・粘土遊び ・色でかく 「焼き物」 ・切り貼り リー」 ・形決め ・鑑賞
２ ・動物広場 ・鑑賞 ・陶板の模様つけ ・かざりつけ ・つける

体 「きほんてきなう 「からだつくり」・ 「ボールあそび」 「みずあそび」 「どれだけおよげ 「うんどうかい」 「マットうんど 「ボールゲーム」「まねっこあそび」「かけあし」 「なわとび」 「マット運動」
んどう」 ・体ほぐし ・ボールを使って ・ばた足 るかな」 ・集団行動 う(1)」 ・いろいろなボ ・まねっこ遊び ・持久走 ・長縄跳び ・技の練習

育 ・遊具で運動 ｢はしる・とぶ」, ・円形ドッジボール ・呼吸の仕方 ・記録会 ・演技練習 ・転がり遊び ール遊び 「へいきんだい」「ゆきあそび」 ・短縄遊び ・発表会
・並びっこ ・短距離走，リレー 「みずあそび」 ・種目練習 「てつぼう(2)」 ・歩き方 ・そり 「とびばこ」

２ ・いろいろな動き ・いろいろな跳び方 ・水かけ遊び 「ゲーム」 ・上がり技 ・いろいろな技 ・ゆきあそび ・いろいろな動き
・「てつぼう」 ・水中での遊び ・鬼ごっこ ・回転技

領 特「あたらしいなかま」「せいけつ」 「じぶんのこと」「なつのくらし」 「なつやすみの 「１がっきのはんせ「２がっきがんばろう」「あとかたづけ」「たのしいふゆやすみ」「ストーブ(安全）」「いきもの」 「がっこうをきれいに」
域 別「みんなのもの」 「あそびかた」 「みのまわりのこと」「きけんな遊び」 体験」 い」 「マナー（乗り物）」 「はやねはやおき」「おこづかい」 「ともだち」 「かんしゃ」 「１ねんのおわり」
別 活
指 動「やくいんぎめ」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」「せいかつのきまり」
導 ２「じどうそうかい」 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 学部集会 役員選挙 学部集会

主な 入学式，歓迎会，児 校外学習（町内探検）お楽しみ会 宿泊学習 水泳記録会 運動会 秋の遠足 交流学習 クリスマス会 雪上教室 役員選挙 卒業式
行事 童総会，身体計測 スポーツテスト 作品展示・ﾊﾞｻﾞｰ 送る会
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特別支援学校 「進路支援」 全体年間計画 （例）

１ 進路支援部方針

児童生徒・保護者の思いや願いを支え，その実現に向けた適切な支援ができるよう，小学部からの組織的，系統的なキャリア教育を推進する

２ キャリア教育学部方針

（小学部）生活に即した体験的学習をとおして，自分から，自分で物事に取り組もうとする意欲・態度及び日常生活に必要な力が身に付くよう支援する

（中学部）校外学習や作業学習をとおして，社会生活に対する関心を高め，みんなと共に働くことや自分らしさを表現する力が身に付くよう支援する

（高等部）実習や販売活動等をとおして社会生活に必要な実際的な知識・技能を身に付けると共に職業に対する理解を深め，自己実現の道筋をつかめる

よう支援する

段階 小学部 中学部 高等部1年 高等部２年 高等部３年 進路支援部

課題 身辺自立の確立と人間関係の基盤 社会生活能力と自己表現力の 社会生活能力の確立と自己選択・自己決定力の育成 ＜主な業務＞
形成 育成 キャリア教育

職場開拓
ﾃｰﾏ ＜かかわる＞ ＜ひろげる＞ ＜知 る＞ ＜求める＞ ＜決める・高める＞ 進路相談

実習渉外
・身のまわりのこと ・役割について理解し， ・自己及び他者理解を図る ・適性にあった職種を求 ・進路先を自己決定する 進路関係手続き

を自分でやる やりきる力をつける ・職業について知る める ・知識・技能を高める 進路情報発行
目標 ・他者とのコミュニケ ・社会生活への興味・ ・社会生活の基礎的な知 ・より良い将来を求め ・社会生活への意欲を 進路の手引き

ーション手段をもつ 関心を広げる 識を得る る力（選択）を付ける 高める 発行
・職業への意欲をもつ

進路希望調査（5・ 進路希望調査（２年・ 進路希望調査 職場開拓(通年)
４月 ６年） ３年）

新年度版「進路
５月 の手引き」発行

三者面談（３年・進路
希望） 「進路通信」

６月
実習事前面接 実習事前面接

「進路通信」
７月

特定求職者求人登録 同窓会(卒業生
希望体験実習（2～3年） 希望体験実習 希望体験実習 合同就職説明会 ﾌｫﾛｰ）

追指導(卒業生
８月 進路先訪問）

職業評価

職業評価 「進路通信」
９月

10月

「進路通信」
11月

12月

「進路通信」
１月

２月

「進路通信」
３月

同窓会説明会
＜進級・卒業＞ ＜進級・卒業＞ ＜進 級＞ ＜進 級＞ ＜卒 業＞

・高学年で生活単元 ・作業学習を週６時間 ・作業学習を週12時間 ・作業学習を週12時間 ・作業学習を週12時間 ＊「すてーじ」
学習に作業的な単 年間を通して実施する 年間を通して実施する 年間を通して実施する 年間を通して実施する は手をつな

そ 元を入れる(20時間) ・進路に関する学習を ・進路学習の時間を週２ ・進路学習の時間を週 ・進路学習の時間を週 ぐ育成会発
の ・６年で進路学習を 総合的な学習の時間 時間年間を通して実施 ２時間年間を通して ２時間年間を通して 行の新聞（年
他 年４回各４時間入 に月１回２時間，年 する（教科書：「わたし 実施する（教科書： 実施する（教科書： ４回発行）

れ，グループ別活 間20時間（８月と１ たちの進路」） 「わたしたちの進路」 「ひとりだち」，
動を行う 月を除く）実施する ・「すてーじ」の購読 「ひとりだち」） 「くらす」）

・「すてーじ」の購読 ・「すてーじ」の購読と
個人購入の斡旋

保護者のみ 児童生徒・保護者合同 児童生徒のみ

学年別進路ガイダンス（進路学習・就職手続き等）

校外学習（卒業生進路先見学：企業・施設）

進路説明会（保護者）・学年懇談会進路説明会（保護者）・学部別懇談会

校内実習(1年）・職場体験実習(2年)・職場実習（3年）：2週間

校外学習（ﾊﾛｰﾜｰｸ・障害者
職業ｾﾝﾀｰ）

保 護 者 実 習 見 学

三者面談（実習評価・進路希望確認・就労移行支援チェック）

親子地区別研修会（卒業生との交流・進路に関する研修・レクリエーションなど，各地区で企画）

校内実習・職場体験実習(１,2年)・職場実習（3年）：2週間

保 護 者 実 習 見 学

実 習 報 告 会

選
考
・
内
定
受
理
相
談
・
各
手
続
き

（
施
設
・
一
般
企
業
）

進
路
相
談
（
進
路
先
未
内
定
者
）

（
特
別
実
習
先
開
拓
・
特
別
実
習
）

個
別
の
移
行
支
援
計
画
の
作
成

進路希望調査・就労移行支援チェック中学部見学(5,6年)

高等部見学(2,3年)

校内実習(1週間)

高等部実習見学（小5～中３）

願書提出(3年)

高等部入試(3年）

合格発表(3年）

入学説明会(3年）

校内実習(2週間)

保護者実習見学

実習報告会

校外学習（施設交流） 校外学習（社会見学）

校外学習（社会見学） 校外学習（社会見学）

町内探険(3,4年)
社会見学(5,6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

進路学習(6年)

作業単元(5,6年)

移行支援会議

社会人講座

作 品 展 示 会 及 び 販 売 会 ・バ ザ ー

入学説明会(6年）

保護者進路研修会（講演会）

三者面談（進路の方向性）

三者面談（実習先・進路先希望）

町内探険(3,4年)
社会見学(5,6年)

【資料４・５】年間題材一覧表・進路支援全体年間計画

【資料５】
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＜指導課題別段階表・系統表の紹介＞

＜各教科等全般向け＞

１ 文部省 学習指導要領解説 資料 「各教科の具体的内容」
●特殊教育諸学校小学部・中学部学習指導要領解説ー養護学校（精神薄弱教育）編ー(平成3年) 著者 文部省 出版社 東洋館出版社

＜国語・算数，数学＞

２ 段階式「発達に遅れがある子どもの国語」「発達に遅れがある子どもの算数」
●段階式「発達に遅れがある子どもの国語」①ひらがな・単語編 ②カタカナ・漢字・文章編(1995) 近藤原理 編著 学研

●段階式「発達に遅れがある子どもの算数」①数と計算編 ②量と測定編(1995) 藤原鴻一朗 監修 学研

【その他 国語，算数・数学の参考図書】
「Step by Step 遅れている子どもを育てる ことば」(1998) 山下 勲ら著 日本文化科学社
「Step by Step 遅れている子どもを育てる か ず」(1997) 山下 勲ら著 日本文化科学社
「学習レディネス指導シリーズ全３巻 ①読みを育てる ②書きを育てる ③数を育てる」(1993) コレール社
「長所活用型指導で子どもが変わる」(1998) 藤田和宏ら著 図書文化 （発達レベルが２歳半～７歳くらい）
「長所活用型指導で子どもが変わるPart２」(2000) 藤田和宏監修 図書文化（発達レベルが小１～小３くらい）
「くらしに役立つ国語」(2007)大南英明編集 東洋館出版 （中・高等部の軽度の生徒対象，「数学」，「社会」もある）

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料６】

＜活用例＞ 就労に必要な指導課題順にまとめた例

Ⅰ（小学部） Ⅱ（中学部） Ⅲ（高等部・就職まで）

ト 一定の時刻に教師と一緒に用便に行く 一人で用便に行き，用をたす 便器のまわりを汚さないで用をたす

イ 尿意，便意，粗相を告げる 男女の便所の印を見て用をたす 便所のいろいろな表示がわかる

レ パンツやズボンなどを脱がせてもらって用をたす 用便後一人でふき，服装を整える 自分の家や学校以外の便所も一人で使う

利 教師と一緒に用便後，手を洗う 水洗便所の時は，使用後水を流す 出かけるときや集会の前などには自分から用をたす

用 用便後、手を洗う 夜中でも一人で用便に行く

食 教師と一緒に食前に手を洗う 一人で食前に手を洗う 簡単な食事の準備や後片付けをする

事 配膳の時に行儀よく待つ 自分の食器を並べたり，片付けたりする 魚の細かい骨をよりだして食べる

の 教師と一緒に自分の食器を並べたり片付けたり 食前・食後のあいさつをする 身体を良くするために，好き嫌いしないで食べる

マ する

ナ 食前・食後のあいさつのしぐさをする スプーン・フォークやはしを使ってこぼさない 作法を守って食事をする

ように食べるー

スプーン・フォークやはしを使って食べる ストローやコップで上手に飲む 食べたい献立の名前を言う

ストローやコップで飲む 必要があれば、茶碗などを手に持って食べる 一人で調味料を上手に使う

＜内容例＞ 「数と計算」の指導段階表（一部） （「発達に遅れがある子どもの算数」①数と計算編より）

「数」 ① ものを認知し，弁別することができる
② 同じもの同士の集合づくりができる

① ものの集まりと対応して数詞がわかる 数の基礎概念 ③ 対応づけにより，同等・多少が分かる
② ものの集まりや数詞と対応して数字がわかる ↓ ④ 数の保存性を理解する
③ 個数を数える 集 合 数
④ 数の大小を比較する ↓

順 序 数
⑤ 数系列を理解する

ｰ1 ５までの数系列を理解する
-2 順番や位置を表すのに数を用いることを理解する
ｰ3 １０までの数系列を理解する 「計算」 ① 加法の意味を知る
ｰ4 数系列における０を理解する ② ＋，＝などの記号や，たす，増えるなどの
ｰ5 ２０までの数系列を理解する 用語を知る
ｰ6 １００までおよび１００以上の数系列を理解する 加 法 ③ 具体物を用いて，足し算をする

④ 数字を用いて，足し算をする
⑥ 数の合成・分解ができる ⑤ 数式を理解する

⑥ 繰り上がりのある，足し算ができる
⑦ 実生活上のいろいろな足し算ができる
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＜身辺処理・基本的生活習慣＞

３ 段階式「発達に遅れがある子どもの日常生活指導」
●段階式「発達に遅れがある子どもの日常指導」①食事指導編 ②着脱・洗面・入浴編 ③排泄指導編(1998) 弘済学園 編著 学研

＜社会生活能力＞

４ 「新版 S-M社会生活能力検査」 検査項目
●「新版 S-M社会生活能力検査」(1980) 三木安正監修 日本文化科学社

【資料６】指導課題別段階表，系統表の紹介

【資料６】

＜内容例＞８歳６か月以上の項目
＊番号は検査の番号 ，以下は項目と段階毎にまとめ，表にしたもの

項
身 辺 自 立 移 動 作 業 意 思 交 換 集 団 参 加 自 己 統 制

目
Ⅵ 94 言われればひとり 98 慣れたところなら 100 掃除機・洗濯機 104 目上の人にはて 99 年下のこどもの 95 注意さなくても
８ で部屋の掃除がきちん 電車やﾊﾞｽを使ってひ などの家庭電気器具が いねいなことばを使 世話や子守などを安 人話や説明をわりま
歳 とできる(親が手伝わ とりで行ける(切符が 扱える える(ふだん､仲間ど 心してまかせられる で静かに聞くことで
６ なくてもまかせること 買える) 105 ｶﾞｽや電気ｺﾝﾛな うしで使うようなぞ 101 野球(ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ)､ きる
か ができる) 103 はじめての所でも どを使ってお湯がわか んざいなことばづか ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ､ｻｯｶｰな 97 手の立場や持ち
月 96 天候やその日の活 道順を教えれば歩いて せる いはしない) どをﾙｰﾙに従ってで を考え､ 困ることや､
～ 動に合わせて衣服の調 行ける(歩いて20分く 109 お湯をわかしてひ 107 わからない言葉 きる 無理な要求しない
１ 節が自分でできる らいの範囲) とりでお茶の用意がで や表現を辞書で調べ 110 学校全体の役割 102 計画的にこづい
０ 108 かなり遠いところ きる ることができる (児童会の委員など) を貯めてものを買う
歳 でも自転車で行って帰 ができる こができる
５ ってこられる 10 6 幼児や老人な
か 111 行き慣れた所な どをいたわことがで
月 ら､乗り換えのあると きる (自発的に物の

ころでも電車やﾊﾞｽで 中で席ゆずったりる)
ひとりで行ける

Ⅶ 112 花を飾ったり，絵 120 必要に応じて乗物 114 ﾎﾞﾀﾝつけができ 121 相手の立場を考 123 日常接している 113 一度にたくさん
１ を貼ったりして，自分 の時刻表や料金表を利 る えて話すことができ 学校や地域の友達以 のこづかいを持たせて
０ の部屋や教室をきれい 用できる 117 ﾅｲﾌや包丁で果物 る 外の人間関係にも関 もむだづかいしない
歳 にしようとする 127 はじめての所で や野菜の皮がむける 122 新聞の記事や小 心をもつ 116 病気にかからな
６ 115 自分の容姿に気を も，人に道をたずねた 119 簡単なおかずなら 説などを読んで理解 126 大人の指導者が いように自制するこ
か 配り，場所や時にふさ り，地図で調べてひと 作れる できる いなくても､ｸﾞﾙｰﾌﾟで とができる
月 わしい服装をする りで目的地へ行ける 130 簡単な電気器具(ｺ 125 ﾃﾚﾋﾞのﾆｭｰｽや 会合やﾊｲｷﾝｸﾞ､ｽﾎﾟｰﾂ 124 いわれなくても
～ 118 食事作法をきちん 129 知らないところで ﾝｾﾝﾄ､ｿｹｯﾄなど)の修理 時事に関心をもつ などの計画を立てて 自分で計画を立てて

と守れる も交通機関を適当に利 ができる 128 敬語を正しく使 実行することができ 勉強をする
用してひとりで行ける い分けられる る

＜内容例＞ ②着脱・洗面・入浴編 「着脱に関する状態把握のためのチェックリスト」より（一部）

❶ はずし方 ボタンを引っ張る
８．ボタンの

はめ・ 前たてを反対の手で引っ張る
はずし

ボタンを穴の中へ押し込む ボタンの大小に関係なくはずせる

ボタンホールが窮屈でもはずせる

❷ はめ方のでき具合(1) 大きいボタンならはめられる

小さいボタン（ワイシャツのボタン）も はめられる

(2) 着衣した状態ではめられる

下に置いた状態ならはめられる

(3) そで口，えり元のボタンもできる

❸ はめる手順 (1) ボタンを指先でつまむ

(2) 片方の手の指で穴をとらえる
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【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料６】

＜基本的生活習慣・社会生活能力＞

５ 「社会的自立のための指導プログラム」
●「指導年齢がわかる 自立と社会参加を実現する個別の指導プログラム」(2006) 上岡一世 著 明治図書

＜就労支援＞

６ 「就労支援のためのチェックリスト」
●独立行政法人 高齢・障害者雇用支援機構障害者職業総合センター（H18 8月 厚生労働省発表）

http://www.mhlw.go.jp/houdou/2006/08/dl/h0823-1a.pdf

http://www.nivr.jeed.or.jp/research/kyouzai/19_checklist.html

＜内容例＞指導年齢２歳「基本的生活習慣」の一部

項 年齢段階 第１回 課 題
健 精 自 指導課題 通 過 所 見 できないときの指導のポイント

目 常 薄 閉 評定 年月日

２ ２ ２ 口周辺を自分で洗うことが 食事の後に汚れた口周辺を鏡で見せ，汚れを確認させます。手に水を付け
できる（清潔ー洗顔） て洗い流すことを指導します。汚れを洗うことが洗顔の最初の指導です。

基 ２ ２ ２ ぬれた手で顔をなでること 手に水をつけて顔をなでることが難しい子は，顔をたたくことを
ができる（清潔ー洗顔） 教え，徐々になでる動作に移行していきます。

本
２ ２ ２ 汚れた手足を水にぬらすこ 手洗いの前段階の指導になります。水遊びをかね，手や足を水

的 とができる（清潔ー手足） の中に入れ，ばちゃばちゃできるようにします。

生 ２ ２ ２ はなが出たら知らせること はなが出たら拭くことを気付かせるためには，はなが出たままの状
ができる（清潔ーはな） 態で放置しないことです。鏡を見せ気付かせることも大切です。

活
２ ２ ２ 介添があれば，はなをかむ まず，口を閉じて，右，左，両方のはなから息を大きく出すことを

習 ことができる（清潔ーはな） 教えます。はなが出たときではなく，出ていないときに 練習します。

慣 ２ ２ ２ ブクブクうがいができる（清 口の中に水を入れずに，ブクブクができるように口のふくらませ
潔ー口） 方を練習します。できだしたら，水を少しずつ入れ練習します。

２ ３ ３ 汚れたら報告できる（清潔 汚れを叱ることは避け，汚れたら楽しく着替えさせます。身振り，手ぶり
ー衣服） などのサインを見逃さないようにし，わずかなサインでもほめます。

＜内容例＞ 必須・参考チェック項目一覧 及び チェック表（一部）

必須チェック項目
｢必須チェック項目｣一覧 以下の各チェック項目について、最もよくあてはまるもの1つに○をつけて下さい。

・起床 ・生活リズム ・食事 ・服薬管理 Ⅰ 日常生活
日常生活 ・外来通院 ・体調不良時の対処 ・身だしなみ チェック項目 自由記述欄

・金銭管理 ・自分の障害や症状の理解 Ⅰ－1. 起床
・援助の要請 ・社会性 ①決まった時間に起きられる

働く場での ・あいさつ ・会話 ・言葉遣い ②だいたい決まった時間に起きられる
対人関係 ・非言語的コミュニケーション ・協調性 ③決まった時間にあまり起きられない

・感情のコントロール ・意思表示 ・共同作業 ④決まった時間にほとんど起きられない
働く場での ・一般就労への意欲 ・作業意欲 ⑤決まった時間に起きられない
行動・態度 ・就労能力の自覚 ・働く場のルールの理解

・仕事の報告 ・欠勤等の連絡 ・出勤状況 Ⅰ－2. 生活リズム
・作業に取り組む態度 ・持続力 ・作業速度 ①規則正しい生活ができる
・作業能率の向上 ・指示内容の理解 ②だいたい規則正しい生活ができる
・作業の正確性 ・危険への対処 ③規則正しい生活があまりできない
・作業環境の変化への対応 ④規則正しい生活がほとんどできない

⑤規則正しい生活ができない
｢参考チェック項目｣一覧
・仕事の自発性 ・仕事の準備と後片付け ・巧緻性 Ⅰ－3. 食事
・労働福祉的知識 ①規則正しく食事をとることができる
・家族の理解 ・交通機関の利用 ・指示系統の理解 ②だいたい規則正しく食事をとることができる
・数量、計算 ・文字 ③規則正しく食事をとることがあまりできない

④規則正しく食事をとることがほとんどできない
⑤規則正しく食事をとることができない
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【資料６】指導課題別段階表，系統表の紹介

【資料６】

＜重度障害・自閉症など＞

７ 「津守ー乳幼児精神発達検査」質問紙より
●「津守ー乳幼児精神発達診断法」・０～３歳まで(1961)・３～７歳まで(1991) 津守真ら著 大日本図書

＜ことば・コミュニケーション＞

８ 「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」
●「障害の重い子どものコミュニケーション評価と目標設定」(2007) 坂口しおり著 ジアース教育新社

＜ことば・コミュニケーション＞

９ 「認知・言語促進プログラム」
●「認知・言語促進プログラム NCプログラム」(1998) 津田 望ら監修 コレール社

【スターターズキット】

＜ムーブメント教育＞

10 「ムーブメント教育プログラムアセスメント（MEPA-Ⅱ）」
●「乳幼児と障害児の感覚運動アセスメントマニュアル」(1992) 小林芳文著 コレール社

＜内容例＞ ０歳１ヶ月～２ヶ月
＊項目別に表にしたもの

歳 月 １ 運動 ２ 探索・操作 ３ 社会 ４ 食事 ５理解・言語

１ 寝ていて自由に首の向き １ 触れた物を握っている １ 物，顔などをじっと見 １ 空腹時に抱くと顔を乳 １ 話をするように声を出す
を変える ２ 手を開いたり閉じたりす つめる の方に向けてほしがる

１ ２ 裸にしたとき，入浴の時 る ２ 快いときに一人笑いを ２ よだれかけ，そでなど
か など足をピンピンさせる ３ 物音（ドアの閉まる音） する ところかまわず吸う
月 ３ 体にかけてあるもの（お などにビクッとする

しめ，毛布など）をけとばす
０ ４ 膝の上に立たせると足を

突っ張る

５ 立てて抱いても首がふら ４ 音のした方に首をまわす ３ あやすと顔を見て笑う ３ お腹がいっぱいになると
ふらしない（立てて抱かれ ５ 手を口にもっていってし ４ 泣いているときに人が 乳首を舌で押し出したり

２ ることを好む） ゃぶる 来ると泣きやむ 顔を背けたりする
か ６ がらがら，顔などを目で ５ あやすと泣きやむが人

歳月 追う が離れると泣く
７ 機嫌の良いときはあたり
を見回して声を出したり，
手足を動かしたりして一人
で遊ぶ

６ 知らないうちに，体の位 ８ 抱いて歩くとあたりをき ６ そばを歩く人を目で追う ４ 乳を飲むときに哺乳瓶
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【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために

【資料６】

＜自閉症＞

11 「新訂 自閉症・発達障害児 教育診断検査（PEP-R)」
●「新訂 自閉症・発達障害児教育診断検査」(1995) Ｅ・ショプラー著 茨木俊夫訳 川島書店

【PEP-R 検査器具】

＜自閉症＞

12 「青年期成人期自閉症教育診断検査 （ＡＡＰＥＰ）」
●「青年期成人期自閉症教育診断検査」(1997) 日本ＡＡＰＥＰ研究会 著 川島書店

＜自閉症＞

13 「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症のStage別発達課題」
●「認知発達治療の実践マニュアル 自閉症のStage別発達課題」(1992)太田 昌孝ら編著 日本文化科学社

【太田ステージの評価の検査器具】

＜内容例＞ ＡＡＰＥＰ （学校／作業所尺度）

＜職業スキル＞

種類の違うボタンや釘などの小さな物を分類できますか？
Ｐ 指導しなくてもほとんど間違いなく分類できる。
Ｅ 指導しないとしばしば間違えるため，ときどき注意する必要がある。
Ｆ 常に指導しなければ，小さな物を分類できない。

※15分間にいくつくらい，分類することができますか？
（ 個程度）

３個以上の部品を組み立てる作業ができますか？
Ｐ １～２度実演してみせれば，ボールペンを組み立てたり，ボルト，ナット，ワッシャーなどを組み立てたりすることができる。
Ｅ しばしば注意したり，実演してみせたりしなければ，組み立てることができない。

または，課題の一部ができていれば，完成させることができる。
Ｆ 常に指導しなければ，３個の部品を組み立てることができない。

書類に記された印とホルダーやファイルに記された印を組み合わせ，書類を整理できますか？
Ｐ ほとんど間違いなく書類を整理できる。
Ｅ ときどき指導したり，身ぶりでヒントを与えたりすれば，わずかに（１～10程度）間違うものの，書類を整理できる。
Ｆ 常に指導しなければ，正確に書類を整理できない。

はさみやホッチキスなどの簡単な道具が使えますか？
Ｐ 一度実演してみせれば，指導しなくても適切に使える。
Ｅ ときどき指導し，実演を繰り返せば，簡単な道具を適切に使える。
Ｆ 常に指導しなければ，簡単な道具でも使えない。



- 36 -

個 別 の 指 導 計 画 作 成 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

チェック項目 チェック

① 子どもがつまづいている領域を把握したか

実 ② 子どもがつまずいている課題を把握したか

態 ③ 子どもがどこまで習得しているかを把握したか

把 ④ 子どもの得意な力を把握したか

握 ⑤ 子どもがつまずいている要因を推定したか

⑥ 子ども本人のニーズを把握したか

⑦ 家族のニーズを把握したか

① 目標の優先順位は決めたか

目 ② 基本的なつまずきからアプローチしているか

標 ③ 他の領域や課題への影響を考慮したか

の ④ 次につながるような目標を設定したか

設 ⑤ 日常生活・社会自立といったことを考慮したか

定 ⑥ 子どもの本人のニーズを考慮したか

⑦ 家族のニーズを把握したか

⑧ 立てた目標について他の人の意見を聞いたか

指 ① 目標が１つにしぼられているか

導 ② 肯定的な目標になっているか

計 ③ 評価（○×）できるような目標になっているか

画 ④ 子どもの強い力を利用しているか

の ⑤ 課題の順序は適切か

作 ⑥ 手だての量は適切か

成 ⑦ 必要に応じて、計画の見直しや修正を行ったか

① 集中時間の配慮はしたか

② 無理のない課題配分にしたか

指 ③ 抵抗感、二次的な障害への配慮はしたか

導 ④ 動機付けを高められるような工夫はしたか

の ⑤ 有能感、達成感を味わえる工夫はしたか

展 ⑥ 課題の正誤チェック（記録・評価）はしたか

開 ⑦ 達成水準のチェックはしたか

⑧ 課題の順序が適切であったのかチェックはしたか

⑨ 手だての内容・量はチェックしたか

⑩ 指導前の仮説と整合性はあったか

① 目標や達成度を適切に評価したか

評 ② 指導内容や方法の評価は行ったか

価 ③ 来学期、次年度の計画を作成したか（ビジョンはあるか）

④ 保護者への報告・説明を行ったか

様 ① 子どもの「実態」と「目標」との関係がわかりやすくなっているか

式 ②「長期目標」と「短期目標」とを明確に対応させるようになっているか

・ ③「短期目標」にはそれぞれの手だても併記できるようになっているか

書 ④ 評価の欄が「目標に対する評価」と「手だてに対する評価」に明確に分けられているか

式 ⑤ 目標と評価、その結果を，さらに次の目標が併記できるようになっているか

『個別の指導計画作成ハンドブック』（海津亜希子 2007)を参考に作成

【資料６・７】指導課題別段階表，系統表の紹介，個別の指導計画作成チェックポイント

【資料７】
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●●● ●●●

【実践・資料編】第２部 キャリア教育を系統的に行うために




